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衛星データ・領域化学輸送モデルを用いた大気
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空気汚染対策に関する新拠点の形成
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SDGs

オシュ国立大学

研究課題の概要

本研究は、２０２２年に大気汚染が世界２位であり、大気汚染の原因が住宅での暖房用石炭の燃

焼などであるキルギスにおいて、将来的に国民の大気・室内空気汚染に関する意識を向上させ、環境と

国民の健康に配慮したキルギスの持続的な経済的発展に貢献することを目指す。具体的には、大気汚

染・室内空気汚染対策に関する新拠点をオシュ国立大学内に設置し、オシュ国立大学、相手国の複数

の関連政府機関と連携する。また、衛星データ・領域化学輸送モデルを用いた大気汚染、経済・健康影

響の評価システムを開発することで、広範囲に大気汚染や経済・健康影響を可視化し、意識向上のため

のキャンペーン・政策提言を行う。社会実装の中核は衛星データ・領域化学輸送モデルを用いた大気汚

染評価システムを確立することであり、開発段階の早期から相手国の研究者、政府機関関係者が参画

し、相手国に日本の研究者が滞在してワークショップを実施するなど技術移転・人材育成を行う。
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